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2021年2月4日 

株式会社日立ソリューションズ 

 

3D形状モデル検索に対応した「類似図面検索AIソフトウェア」の最新版を販売開始 
2Dと 3Dとのデータ形式を意識しない検索と部品認識精度の機能強化により、業務効率をさらに向上 

 

株式会社日立ソリューションズ（本社：東京都品川区、取締役社長：星野 達朗／以下、日立ソリュ

ーションズ）は、画像認識 AI（人工知能）技術を活用し、大量の図面から似ている順で図面を探すこ

とができる「類似図面検索 AI ソフトウェア」の最新版を 2月 5日から販売開始します。 

最新版では、当社が独自開発した面深度画像方式*1 により、3D形状モデルデータを 2D図面と同様に

検索することができます。また、図面上の部品ごとの認識にセマンティックセグメンテーション*2を採用するこ

とで、より高精度な検索が可能になりました。企業はこれらの新機能により、設計業務だけでなく、見積や品

質管理業務においてもさらなる過去の図面データの活用と業務効率向上を実現できます。 

今回、製品ラインアップも拡充します。3D 形状モデルデータの検索や部品の認識精度を向上した新機

能を利用でき、類似する図面全体および部品ごとの図面を検索できる Professional（プロフェッショナル）版

と、一部機能に限定した廉価なStandard（スタンダード）版を提供します。 

日立ソリューションズは今後も、企業のデジタルトランスフォーメーションを支援していきます。 

 *1：3D形状モデルデータの点群データを利用し、それを画像データに変換することで 2D図面と 3D形状モデルデータを同一シ

ステムで検索可能とした独自技術。 

*2：深層学習を用いた画像認識の一種で、画像の縁を囲う境界線を認識し、物体を抽出する手法 

 

■ 背景 

製造業では、熟練者が大量の図面データを属人的に管理しており、設計や見積、品質不良対応などに

おいてデータを有効活用することが課題となっています。企業ではこのような課題を解決するため、既存の

図面データを有効活用し、業務効率向上に役立てたいというニーズが高まっています。 

日立ソリューションズはそのようなニーズに応えるため、2019年7月より、2D図面を対象にした「類似図

面検索AIソフトウェア」を企業の設計、営業、調達部門に提供してきました。 

一方、設計図面の形式が 2D図面から 3D形状モデルデータへと急速に移行しています。従来、見積業

務や品質管理業務において 3D形状モデルデータを扱う場合は 2Dデータに変換する手間が発生してい

ました。 

そこで、日立ソリューションズは、長年培った画像処理技術とAIのノウハウを活用し、3D形状モデルデー

タと2D図面を一つのシステムで検索できる「類似図面検索AIソフトウェア」の最新版を提供することとしまし

た。さらに最新版では、より高精度に部品を検索できる機能を提供します。 
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■ 「類似図面検索AIソフトウェア」最新版の特長 

1.3D形状モデルデータにおいても、過去図面の活用により設計時間の短縮と業務効率向上に貢献 

日立ソリューションズの3D形状モデルデータを2D図面に変換する技術を活用することで、ユーザー

はデータ形式を意識せずに類似図面を検索することが可能となり、図面データの活用を容易にしま

す。 

2.部品認識の機能を強化し、部品検索の精度を向上 

セマンティックセグメンテーションを採用することで、複数の部品が重なり合ったり、メモ書きがあった

りするような図面でも、部品の形状をより高精度に認識することが可能になりました。 

 

■ 「類似図面検索AIソフトウェア」の活用事例 

1. 営業・調達部門での見積業務支援 

取引先から図面をもとに見積を依頼された営業部門では、類似図面から過去に生産した製品の費用

を参考にすることで、見積もり精度と業務効率の向上を実現しています。見積を依頼した取引先でも、

類似図面から見積の妥当性の判断が容易となります。 

2. 設計部門の設計作業支援 

新製品を設計する際に、類似図面を基にすることで設計効率を改善しています 

3. 品質管理部門での不良部品特定支援 

製品に不良部品が使われていた場合、同様の部品を使った製品を特定するために類似図面検索が

利用されています。類似不良見直しの効率化を実現しています。 

 

■ 製品ラインアップと価格 

製品 

ラインアップ 

機能 ライセンス 価格（円）/サーバー 

（税抜） 

Professional版 

 

図面全体の検索 

図面の部品ごとの検索 

図面と図面の比較 

複数AIモデル追加可能 

パッケージ版 

 

6,000,000※1 

 

サブスクリプション版 

 

月額120,000※2 

3D形状の図面検索 

（追加オプション） 

パッケージ版 

 

1,500,000※1 

サブスクリプション版 

 

月額30,000※2 

Standard版 

 

図面全体の検索 

図面と図面の比較 

パッケージ版 

 

3,000,000※1 

サブスクリプション版 

 

月額60,000 

※1:サポートは、別途契約が必要になります。 

※2: AIモデル数によって価格は変動します。 
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■ 動作環境  

サーバー ： Windows10*3  

クライアント ： Webブラウザからアクセス可能 
*3：Windows10の各バージョンや、Linuxにも個別に対応予定 

 

■ 販売開始日 ： 2021年2月5日 

 

■ ウェビナー情報 

日時：2021年2月19日（金）15：00～16:30 

「AIやデジタル化を活用した設計業務効率化！ 

類似図面検索AIソフトウェアおよびHi-PerBTによる設計業務改革」 

セミナー形式：オンライン形式 

申込URL：https://pages.hitachi-solutions.co.jp/semi_210219.html 
 

■ 「類似図面検索AIソフトウェア」を活用した「類似図面検索ソリューション」の紹介URL  

URL:https://www.hitachi-solutions.co.jp/mfigazouhantei/sp/usecase/ruiji_zumen.html 

 

■ 「類似図面検索AIソフトウェア」を活用した「類似図面検索ソリューション」の資料ダウンロードURL 

URL:https://www.hitachi-solutions.co.jp/mfigazouhantei/sp/download/ 

 

■ 商品・サービスに関するお問い合わせ先 

URL：https://www.hitachi-solutions.co.jp/inquiry/ 

 

■ 報道機関からのお問い合わせ先 

担当部署：経営企画本部 広報・宣伝部 

担当者：多田、安藤 

E-mail：koho@hitachi-solutions.com 

 

※ 本文中の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 
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このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、お問い合わせ先、URL  

等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性もありますので、あら  

かじめご了承ください。  
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